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「
刺
激
伝
導
系
」
を
広
辞
苑
で
ひ
い
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。
心
臓
の
拍
動
の
も
と
と
な
る
刺
激
を
発
生
し
、

そ
れ
を
心
房
か
ら
心
室
に
伝
え
て
、
調
和
あ
る
収
縮
・
拡
張
を

生
じ
さ
せ
る
特
別
な
心
筋
組
織
。
ペ
ー
ス
・
メ
ー
カ
ー
の
役
割

を
果
た
す
洞
房
結
節
を
中
心
と
す
る
洞
房
系
と
、
房
室
結
節
お

よ
び
房
室
束
か
ら
成
る
房
室
系
と
が
あ
る
。
房
室
結
節
は
病
理

学
者
田
原
淳
二
八
七
三
～
一
九
五
二
）
が
発
見
。
ま
た
、
国

内
外
の
解
剖
学
、
生
理
学
、
循
環
器
学
の
成
書
に
も
同
様
な
内

容
が
書
か
れ
て
い
る
．
一
般
に
学
術
論
文
や
学
会
発
表
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
領
域
の
名
は
発
見
者
の
名
が
入
っ
て
い
る
。
洞
房
結

節
は
キ
ー
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
結
節
、
房
室
結
節
は
田
原
結
節
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
５

田
原
淳
と
心
臓
刺
激
伝
導
系

Ｉ
原
著
か
ら
み
る
知
ら
れ
ざ
る
事
実
Ｉ

島
田
達
生

大
分
大
学
医
学
部
看
護
学
科
健
康
科
学

房
室
束
は
ヒ
ス
束
、
右
脚
と
左
脚
は
そ
の
ま
ま
で
、
伝
導
系
終

末
展
開
板
は
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
最
近
で
は
田
原
の
名
前
だ
け
が
消
え
、
外
国
人
の
名
前

だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
誠
に
残
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
田

原
は
刺
激
伝
導
系
の
一
部
で
あ
る
房
室
結
節
の
発
見
者
と
し
て

広
く
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
刺
激
伝
導
系
」
と

い
う
語
源
に
つ
い
て
記
載
し
た
教
科
書
は
な
い
。

一
九
○
六
年
、
単
行
本
一
己
罷
屏
巨
呂
目
鴨
星
印
扇
日
Ｑ
朋

殴
侭
呂
四
房
『
国
①
易
、
哺
乳
動
物
の
刺
激
伝
導
系
．
が
ド
イ
ツ

の
フ
ィ
シ
ャ
ー
書
店
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
田
原
淳
の
単

著
で
あ
り
、
副
題
と
し
て
”
房
室
束
と
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
の
解

剖
学
的
・
組
織
学
的
研
究
“
と
あ
る
。
こ
の
本
が
発
刊
さ
れ
る

や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
心
臓
研
究
者
に
大
き
な
波
紋

が
投
げ
か
け
た
。
心
房
と
心
室
が
順
序
よ
く
、
か
つ
周
期
正
し

く
拍
動
す
る
の
は
、
心
臓
内
に
あ
る
神
経
細
胞
に
よ
る
「
神
経

原
説
」
が
大
き
く
崩
れ
、
心
臓
内
の
心
筋
自
体
の
作
用
に
よ
る

と
す
る
「
筋
原
説
」
が
実
証
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
こ

と
に
、
田
原
の
原
著
の
発
行
部
数
は
少
な
く
、
し
か
も
独
語
で

書
か
れ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
人
が
手
に
と
っ
て
読
む
こ
と
は
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出
来
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
第
二
回
日
本
ペ
ー
シ
ン
グ
学
会

（
会
頭
須
磨
幸
蔵
）
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
田
原
の
原
著
が
復
刻
さ

れ
、
世
界
の
医
学
系
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
演
者
も
復
刻
の

委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、
復
刻
本
を
所
持
し
て
い
る
。

房
室
結
節
の
発
見
者
が
田
原
淳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
し
か
知

ら
な
か
っ
た
私
は
田
原
原
著
を
み
て
大
き
な
驚
き
を
感
じ
た
。

刺
激
伝
導
系
の
命
名
・
発
見
者
は
プ
ル
キ
ン
エ
で
も
な
け
れ
ば

ヒ
ス
で
も
な
く
、
田
原
淳
で
あ
っ
た
。
原
著
か
ら
知
ら
れ
て
い

な
い
新
事
実
が
次
々
に
で
て
き
た
。
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で

あ
る
。
①
房
室
連
結
筋
束
の
全
走
行
と
各
領
域
の
組
織
像
を
明

ら
か
に
し
、
こ
の
筋
束
を
刺
激
伝
導
系
と
命
名
し
た
。
②
房
室

束
（
ヒ
ス
束
）
は
心
房
中
隔
と
心
室
中
隔
の
境
界
部
に
あ
り
、

そ
の
上
部
に
網
目
状
の
結
節
（
房
室
結
節
）
が
あ
る
。
③
房
室

結
節
の
細
胞
は
上
部
の
心
房
筋
線
維
と
連
な
っ
て
い
る
。
④
ヒ

ス
束
の
下
部
は
右
脚
（
右
心
室
側
）
と
左
脚
（
左
心
室
側
）
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
中
隔
縁
柱
や
仮
腱
索
を
経
て
、
左
右
心
室

の
心
内
膜
下
位
置
す
る
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
網
と
連
な
っ
て
い
る
。

⑥
最
終
的
に
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
は
心
室
筋
線
維
へ
移
行
す
る
。

⑦
心
臓
拍
動
を
支
配
す
る
と
さ
れ
て
い
た
神
経
原
説
を
根
本
的

に
覆
し
、
筋
原
説
の
正
当
性
を
決
定
し
た
。
⑦
特
殊
心
筋
線
維

の
大
き
さ
や
細
胞
構
築
か
ら
伝
導
速
度
を
推
論
し
た
。

循
環
器
部
門
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
プ
ル
キ
ン
エ
や
ヒ
ス
は

そ
れ
ぞ
れ
、
心
室
の
心
性
膜
下
と
膜
内
中
隔
に
筋
線
維
が
存
在

す
る
こ
と
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
り
、
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
が
伝
導

系
の
終
末
部
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
は
田
原
で
あ
る
。
彼
等

の
名
前
が
残
り
、
田
原
が
消
え
る
の
は
全
く
お
か
し
い
・

田
原
淳
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
大
分
県
東
国
東
郡
西
安

岐
村
に
中
嶋
定
雄
、
サ
イ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
一
七
歳
の

時
に
大
分
県
中
津
村
の
医
師
田
原
春
塘
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
そ
し
て
三
年
間
の
ド
イ
ツ
留

学
（
私
費
）
は
全
て
養
父
の
経
済
的
支
援
を
受
け
て
い
る
。
刺

激
伝
導
系
の
発
見
は
本
人
の
卓
越
し
た
能
力
と
努
力
の
他
に
、

養
父
田
原
春
塘
の
学
問
へ
の
理
解
と
支
援
援
助
に
よ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。


